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清末民初 「美圖」 故事説唱の流通
―湖南説唱本『五美図』 『後五美図』 『七美圖』 を中心として―
岩　田　和　子
はじめに
ある男主人公が、紆余曲折の流浪の中で、縁あって出会った女性たちと次々
に婚姻を結び、最終的に出世をして一夫多妻の大団円を迎えるという物語が、
清代に江南地域で隆盛した説唱文芸の弾詞において流行する。婚姻を結ぶ女性
の数が六人なら 『六美圖』、七人なら 『七美圖』、八人なら 『八美圖』 という具
合に、「美圖」 の前の数字を増減させて題名が付けられた。この所謂弾詞 「美
圖」 故事が、清の嘉慶あたりから道光、同治年間にかけて陸続と出版され、そ
のうち幾つかの物語は広く伝播し、清末民初の他の説唱文芸、例えば寶巻、広
州の木魚書、潮州の潮州歌などで採用される。また、同時期に隆盛した内陸部
の湖南地域の説唱文芸においても 「美圖」 故事は流行し、江南の弾詞の物語が
翻案されるほか、新たに湖南独自の 「美圖」 故事が創作され、漁鼓や長沙弾詞
などで広く上演され、また読み物としての説唱本が出版された 1）。「美圖」 故
事の種類の豊富さ、説唱本の出版量の多さからは、他地域には無い、湖南一帯
の説唱文芸における 「美圖」 故事ブームが出来上がっていたことがうかがえ
る。では、このブームが展開する背景や要因は何だったのだろうか。本稿で
は、当時の説唱文芸の中でも説唱本の出版活動を中心に、湖南における 「美
圖」 故事流通・流行の様相を明らかにしたい。
1．弾詞「美圖」故事の他地域説唱文芸への影響
1. 1.  弾詞「美圖」故事形成の背景
胡士瑩編 『弾詞寶巻書目』 2）、譚正璧・譚尋編 『弾詞叙録』 3）、盛志梅著 『清
代弾詞研究』 付録 「弾詞知見綜録」 4） を見ると、弾詞 「美圖」 故事には、『三
美圖縁』、『四美圖傳』 （即 「想当然」 後集）、『六美圖』、『六美圖』 （一名 「中外
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縁」）、『七美圖』 （一名 「雙珠印」）、『八美圖』 （一名 「武八美」）、『八美圖』 （唐伯
虎の話で 「武八美」 と区別される）、『九美圖』、『九美圖』 （一名 「映陝樓」）、『十美
圖』、『十美圖』 （一名 「沈香閣」） がある 5）。それぞれ男主人公が婚姻を結ぶ女
性の数によって、六、七、八、九、十と 「美圖」 の前に付く数字に差異が出る
だけで、基本的にいずれも冒頭で述べたとおり 「男主人公が、紆余曲折の流浪
の中で、縁あって出会った女性たちと次々に婚姻を結び、最終的に出世をし
て、一夫多妻の大団円を迎える」 というストーリー構成の枠組みに、それぞれ
趣向を凝らした内容をあてはめたものとなっている。また、これらの作品は嘉
慶年間あたりから刊行が始まるが、それより遥か以前、明代に 『十美圖』 とい
う題名を持つ物語が文人の間で大変好まれていたという記事がある。
明末清初の黄周星 （1611~1680） が伝えた 『補張霊崔瑩合傳』 6） の小序に 「余
少時閱唐解元《六如集》，有云：六如嘗與祝枝山、張夢晉大雪中效乞兒唱《蓮
花》，得錢沽酒，痛飲野寺中。曰“此樂惜不令太白見之。”心竊異焉。然不知夢
晉為何許人也。頃閱稗乘中，有一篇曰《十美圖》，乃詳載張夢晉、崔素瓊事，
不覺驚喜叫跳。已而潸然而泣，此真古今來才子佳人之軼事也，不可以不傳，遂
為之傳。（私は若い頃に唐解元 （六如） の 『六如集』 を読み、そこには六如が
かつて祝枝山、張夢晋と大雪の中で乞食を倣って 『蓮花落』 を歌いながら、金
を得て酒を買い、野寺で痛飲し、「この楽しみを太白 （李白） に見せられない
のが残念だ」 と言ったとあり、密かに不思議に思っていた。夢晋とは何者なの
だろうか。近頃読んだ野史小説に、『十美圖』 という一篇があり、張夢晋と崔
素瓊の事が詳しく記されていたので、思わず驚喜し小躍りした。しばらくする
とさめざめと涙が流れ、これは真に古今の才子佳人の逸話であり、傳えないわ
けにはいかないと、遂にこれを著し傳えることにした。」 とある。その 『補張
霊崔瑩合傳』 のあらすじは以下の通り。明の正徳年間の蘇州才子の張霊は、乞
食のような生活を送りながら、崔鶯鶯のような佳人と結ばれることを願ってい
た。ある日、張霊 （夢晋） は虎丘で唐寅などに酒を恵んでもらう途中で、崔瑩
（素瓊） に一目ぼれをする。互いに好意を寄せるが、崔瑩は藩王の朱宸濠によっ
て皇帝に献上する十人の仕女の一人とされてしまう。また、唐寅は十人の美女
と共に献上するための仕女圖美人画 「十美圖」 を頼まれて描く事になる。崔瑩
が含まれていることに驚いた唐寅が張霊に伝えると、重度の恋煩いを病んで死
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んでしまった。その後、朱宸濠が謀叛を起こしたことにより崔瑩は戻された
が、張霊の死を知り墓前で自殺する。二人の事情を知っていた唐寅は彼らを合
葬し弔った。
のち、内容をほぼ同じくする小説 『十美圖』 も刊行される。その成書年代は
定かではないが、早くて清の順治年間 （1644~1661）、遅くても康熙初年あたり
と考えられている 7）。ここから、明末から清代にかけ、『十美圖』 とは、張霊
と崔瑩という才子佳人が、唐寅が描いた美人画 「十美圖」 によって引き裂かれ
る悲恋の物語として広く知られていたことが分かる。小説に出てくる美人画
「十美圖」 に大勢の女性は描かれるが、弾詞 「美圖」 故事のような主人公が十
人の女性と大団円を迎えるという展開とは大きく異なる。
次に、書名はやや異なるが、清の道光二年 （1882） に寄生氏が序を著して刊
行された小説 『五美縁』 は、弾詞 「美圖」 故事の雛形とも考えられる。
明の正徳年間、銭塘の書生馮旭は一目ぼれをした銭月英と婚約するが、太師
の息子花文芳が月英を見初め、馮旭を冤罪に陥れ結婚を逼る。月英は代わりに
下女の翠秀を遣って花文芳を殺害、後に下女の落霞と男装をして流浪する。馮
旭は無実が晴らされ、姚府に婿に入り、恵蘭と結婚する。後に状元となり、辺
境を警備するが、敵国の王女哈飛愛に好意を抱かれ結婚する。後に、両国は和
解し、馮旭は朝廷に戻ると正式に月英、緑秀、落霞、恵蘭、哈飛愛を妻に迎え
た。
序を著した寄生氏は嘉慶、道光年間の人と考えられているが、小説の創作年
代については、物語中の 「弘」 字の避諱の処理から乾隆初期以前にまで遡れる
可能性があるという意見もある 8）。また、もうひとつ五人の女性と結ばれる清
代小説に 『五鳳吟』 がある。こちらも成書年代は不詳だが更に早く康熙年間の
作とされる 9）。この 「男主人公が波乱万丈の末に五人の女性を娶って大団円を
迎える」 という小説 『五美縁』 や 『五鳳吟』 は、早くて康熙年間から乾隆初
年、遅くても嘉慶、道光年間までには出版されていたことが分かり、嘉慶年間
からの弾詞 「美圖」 故事作品群の刊行に少なからず影響を与えたと思しい。ま
た、「該小說故事情節比較曲折，但終不脫才子配佳人“始或乖違，終多如意”
的俗套。（この小説のプロットは比較的複雑だが、最終的に才子と佳人が結ばれ、“始
めは離別するも、終わりは多く思い通りになる”という常套から抜け出してない）」 11）
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という指摘もあるように、物語の展開からは、明末清初に続々と編まれた 『玉
嬌梨』、『平山冷燕』、『金雲翹傳』 などの才子佳人小説が連想される。才子佳人
小説とは、「①才子と佳人の物語、②運命的な男女が試練に遭遇し、それを克
服して結ばれる、③極端な性描写に走らない、というフォーマットをもつ作品
群」 であり、「ストーリー構成のフォーマットの中で話を展開」 していくため、
シリーズもののように創作され、「営利を主目的とした書肆の活動の産物」 と
も指摘される 11）。
弾詞 「美圖」 故事も、ストーリー構成のフォーマットを共有して次々と創作
された作品群であるという点では明末清初の才子佳人小説と同じである。ただ
し、異なる点として、個々の作品に 「中外縁」、「武八美」、「笑中縁」 などの別
名はあるが、全てに 「美圖」 という名称を付けることによって統一化が図られ
たことが挙げられるだろう。また、先に挙げた小説 『十美圖』 は弾詞では 『何
必西廂』 という題名で広まり、小説 『五美縁』 は弾詞では 『雕龍宝扇』 という
題名で流布しており 12）、それぞれ既述の 「美圖」 故事作品群の出版・流行と
は一線を画していたという状況から鑑みても、清代の弾詞出版界において、
「美圖」 故事というものをひとつの商品として新たに規格化する動きが起きて
いたと推察することができる。
1. 2.  他地域説唱文芸への影響
同治 7 年 （1868） に江蘇巡撫丁日昌が実施した大規模な禁書によって、これ
ら弾詞 「美圖」 故事のうち 『七美圖』、『八美圖』、『九美圖』、『十美圖』 は禁書
の対象となった 13）。しかし、完全に禁書となることはなく、幾つかの物語は
主に南中国を中心とした他地域の説唱文芸に採用されて広く伝播した。
たとえば、小説 『十美圖』 にも登場した仕女圖美人画を得意とした明の風流
才子唐寅 （伯虎） は、明の白話短編小説 『警世通言』 巻 26 「唐解元一笑姻縁」
や弾詞 『三笑姻縁』 にもしばしば描かれ、特に、唐寅がある日偶然見かけた華
太師婦人の侍女の秋香に惹かれ、彼女に振り向いてもらうため、身分を偽って
華府に入り、最後はめでたく結ばれるというエピソードは全国的に有名であ
る。それが同じく唐寅を主人公に据える弾詞 『八美圖』 になると、唐寅が正妻
の陸昭容に、戯れに八人の妻を娶ると言い出し、実際に放浪の途中で出会った
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女性たちと次々に婚姻を結び、最後に全員を妻に迎え、記念に美人画 「八美
圖」 を描いてめでたしめでたしという内容となる。これは美人画を得意とする
唐寅の要素と、大勢の女性を娶る弾詞 「美圖」 故事ブームを受けての産物と言
える。さらに寶巻 『九美圖』 14） やその他説唱文芸を主媒体に 「多妻の唐寅」
が流布し、現代の香港映画 「唐伯虎点秋香」 でも唐寅は既に八人の妻が居る設
定の上で侍女の秋香を振り向かせようと奮闘する様子が描かれており、その影
響は現代にまで及んでいる。
その他にも木魚書 『六美圖』 15）、寶巻 『七美圖』 16）、『十美圖』 17）、潮州歌
冊 『四美圖』、『柳樹春八美圖』 18）、温州鼓詞 『十美圖』 19） など枚挙に暇がな
いほど、「美圖」 故事は、弾詞というジャンルを超え、もはやひとつの商品規
格となって、他地域の説唱文芸に浸透した。特に注目に値するのが、内陸部湖
南省での説唱文芸である。清末民初の湖南地域では、江南の弾詞 「美圖」 故事
と同じくらい大規模な 「美圖」 故事の出版ブームが起きていた。
2．湖南における「美圖」故事の出版ブーム
2. 1.  湖南における説唱本出版の隆盛
清代に坊刻本が発展した地域について 「三個半」 という呼び方がある。ひと
つが四川の成都、ひとつが福建の建陽、ひとつが江西の撫州、湖南の寶慶が
「半」 とされ、清代の湖南省寶慶府 （今の邵陽市） は、他の三つの地域と比べれ
ばやや劣るが、書肆、書坊が集中し、民間出版が盛んだった 20）。特に 「在道
光、咸豐年間，湖南的曲藝活動已很流行，有了更多的專業藝人。還出現了印刷
唱本的作坊。如寶慶一地，在道光年間就出現了專門雕版印刷通俗唱本和調子書
的印刷作坊文元堂、王長青等。（道光、咸豊年間、湖南の曲芸活動はすでに流行し、
多くの専業芸人がいた。また唱本印刷の作業場が出現した。例えば寶慶一帯は、道光年
間に通俗唱本や調子書の印刷場である文元堂、王長青などが出現した。）」 21） という。
また、咸豐年間に太平天国軍が湖南、湖北地区に侵攻した際、雕版印刷事業を
非常に重視して、湖南、広西の刻工は廉価だが技術レベルが低いので、江蘇、
浙江籍の刻工、印刷工を集めて太平天国刻書出版チームを編成し、関連書籍、
文書などの印刷を行わせたといい 22）、湖南の出版事業は活気づいたと考えら
れる。更に同治以降、太平天国軍を陥落させた湖南出身の曽国藩はじめとする
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湘軍の活躍により、湖南省には文化面、経済面においても大きな恩恵がもたら
され、芸能活動は隆盛を極めた 23）。湖南説唱本に関して言えば、「同治年間
（1862-1874） 寶慶府皇恩寺 （今邵陽市西區長新街）形成專賣《十月飄》《三姑記》
《三元記》《孟姜女》等調子書和《五美圖》《彭玉麟私訪廣東》等通俗唱本的一
條街，有書舖數十家。（同治年間、寶慶府皇恩寺 （今の邵陽市西區長新街） には 『十
月飄』 『三姑記』 『三元記』 『孟姜女』 などの調子書と 『五美圖』 『彭玉麟私訪廣東』 など
通俗唱本を専売する通りが形成され、書肆は数十軒に上った）」 24） とあり、同治年間
には湖南の寶慶府の書肆で 「美圖」 故事説唱のひとつ 『五美圖』 が販売されて
いたことが分かる。
2. 2．湖南説唱本「美圖」故事の種類
では、『五美圖』 以外に湖南説唱本 「美圖」 故事にはどのようなものがある
のだろうか。現在までに発表されている湖南説唱本の提要、目録 25） ではその
収集範囲が限られており収録されていない版本や物語が多数ある。筆者が湖南
の湖南圖書館 （湖南図、※括弧内は本論に掲載する表での所蔵機関の略称）、広州の
中山大学 （中山大）、上海の復旦大学 （復旦）、上海圖書館 （上圖）、北京の国家
圖書館 （國圖）、首都圖書館 （首都圖）、早稲田大学中央圖書館、早稲田大学演
劇博物館（早大演博）を中心に目睹したものだけでも、『三美圖』 26）、『四美圖』
27）、『五美圖』、『後五美圖』、『七美圖』、『八美圖』 28）、『九美圖』 29）、『十美圖』
30） と、実に数多くの 「美圖」 故事の存在が確認された。このうち、『八美圖』
と 『十美圖』 は、江南の弾詞 『八美圖』 （一名武八美）、弾詞 『十美圖』 を翻案
したものだが、その他はいずれも 「ある男主人公が、紆余曲折の流浪の中で、
縁あって出会った女性たちと次々に婚姻を結び、最終的に出世をして、一夫多
妻の大団円を迎える」 というストーリー構成の枠組みに則って、新たに創作さ
れたものである。それぞれの物語は、湖南地域の漁鼓や長沙弾詞などで実際に
上演される時は、『白骨塔』 （三美圖）、『絲帯記』 （四美圖）、『龍袍記』 （九美圖）、
『嘉慶帝私訪』 （七美圖） 31） という演目名でも広まったが、読み物として出版さ
れる時は、書物の顔でもある封面には均しく 「三美圖」、「四美圖」 等と印刷さ
れた。これは、嘉慶から道光、同治年間に盛んに創作された江南の弾詞 「美
圖」 故事が、弾詞というジャンルと江南という地域の枠組みを越えて、ひとつ
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五美圖
　 巻首題 封面題 刊記 所蔵箇所
① 新抄五美圖 新康渡 / 五美圖 / 新抄 / 真本洪蘭桂中状
元 / 八十冊 / 中湘　楊文星堂刊刻
中湘：楊文
星堂刻本
國圖
② 新抄五美圖　首巻
　槽坊許婚
新康渡 / 五美圖 / 新抄 / 真本洪蘭桂中状
元 / 百四十冊 / 中湘九總黄三元堂發兌
中湘：黄三
元堂刻本
湖南圖、早大
演博、復旦
新抄五美圖　下巻
　洪藍桂進京
無し 　
③ 新抄五美圖　首巻
　槽坊許婚
新康渡 / 五美團圓 【挿図あり】 / 新刻 /
真本洪藍桂中状元 / 百冊 / 中湘三元堂歌
書發客
中湘：三元
堂刻本
早大演博
新抄五美圖　下巻
　洪藍桂進京
無し 　
④ 新刻五美圖全部 新康渡 / 五美圖 / 新刻 / 糟坊打酒許婚　
洪藍桂点状元 / 百六十冊
三沅堂刻本 湖南圖
⑤ 新刻五美圖　巻一
　槽坊許婚
民國辛未年新刻 / 五美圖 / 李小姐會文許
婚　洪藍桂連中三元 / 二百八折 / 永州西
郷渡楓塘文順堂印兌
永州：民國
辛未年 (1931)
文順堂刻本
上圖
⑥ 新刻五美圖 洪江豐泰新發客 / 新刻 / 洪蘭桂中状元 /
繍像五美圖 / 四百
集賢堂刻本 上圖
⑦ 新抄五美圖　首巻
　糟坊許婚
新康渡 / 五美圖 / 新抄 / 槽坊打酒許婚　
洪藍桂點状元 / 百冊 / 長沙小西門外上首
湘郷碼頭左三元堂戯文發客
長沙：左三
元堂刻本
中山大
後五美圖
　 巻首題 封面題 刊記 所蔵箇所
⑧ 新抄後五美圖
抄洗何坤全部
抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花
樓館 / 百五十冊 / 中湘九總黄三元堂蔵板
中湘：黄三
元堂刻本
湖南圖、復旦、
（封面の色彩が異
なる）
⑨ 新抄後五美圖
抄洗何坤全部
抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花
樓館 / 九十冊 / 中湘九總黄三元堂
中湘：黄三
元堂刻本
國圖
⑩ 後五美下巻　
（①②の続き）
嘉慶主 / 私訪桂蘤城 / 新刻 / 鐵將軍保駕　康
氏女接封 / 中湘九總黄三元堂刻
中湘：黄三
元堂刻本
湖南圖、復旦、
上圖
⑪ 新抄後五美圖
抄洗何坤全部
抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花
樓館 / 百廿冊 / 星沙小西門三元堂發客
星沙：三元
堂刻本
中山
⑫ 新抄後五美圖
抄洗何坤全部
抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花
樓館 / 百八十册 / 民國九年庚申　益陽頭堡
文元堂重刊
益陽：民國
九年庚申
（1920） 文
元堂重刊本
湖南圖
⑬ 新抄後五美圖
抄洗何坤全部
抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花
樓館 / 壹百四十冊 / 中湘同華歌書發客
中湘：同華
堂刻本
中山
⑭ 新刻私訪桂花
城
後五美圖 / 新刻 / 幼主私訪桂花城　藍桂奏
本斬何坤 / 一千折 / 永州西郷楓塘黄文順堂
慶記印行
永州：黄文
順堂慶記刻
本
上圖
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の読み物の商品規格として湖南でも採用されたことを意味する。
中でも、上の表に挙げる 『五美圖』、『後五美圖』、『七美圖』 は、封面に印刷
された数百、千単位の印刷数からも大量に出回ったことが分かり、その出版
量、版本の種類、現存量共に群を抜き、当時の流行の中心にある故事だったと
推察できる。
小説 『五美縁』 を元にする弾詞 『雕龍宝扇』 の存在との因果関係は不明だ
が、一章で挙げた弾詞 「美圖」 故事作品群を見ると、弾詞には 「五美」 と名付
く 『五美圖』 が無い。興味深いことに、その江南地域の間隙を突くように、湖
南の説唱文芸では 『五美圖』 と題する 「美圖」 故事が創作され、さらに続編
『後五美圖』 も編まれるほど、湖南人の支持を受け湖南地域に根付いたのであ
る。
七美圖 （□は版木が摩滅もしくは削られていて判読不能な個所）
　 巻首題 封面題 刊記 所蔵箇所
⑮ 新刻烏江
渡全部
民國乙丑年新刻 / 七美圖 / 烏江渡清官滅寇
　兪大人私訪南京 / 八百折 / 永州西郷渡楓
塘文順慶記印兌
永州：民國乙丑年
（1925） 文順慶記刻本
國圖
⑯ 新刻七美
圖全部
烏江渡原本 / 新刻 / 小清官私訪烏江渡 /
一百冊 / 星沙文□堂精刻歌書戯文發客
星沙：文□堂刻本 湖南圖
⑰ 新刻小清
官烏江渡
私訪全部
七美圖全部 / 新抄 / 喩文榜私訪江南 / 百廿
册 / □□中湘歌書戯文發兌
中湘刻本 復旦、上圖
× 2 部、早大
演博 （上巻の
み）、首都圖
（下巻のみ）
新刻烏江
渡失印七
美圖下巻
　
⑱ 新刻烏江
渡全部
民國乙丑年新刻 / 七美圖 / 烏江渡清官滅寇
　兪大人私訪南京 / 一百八十折 / 永州西郷
渡楓塘文順慶記印兌
永州：民國乙丑年
（1925） 文順堂
上圖
⑲ 新刻烏江
渡全部
民國丙寅年新刻 / 烏江渡 / 小清官私訪南京
　七美圖□誥受封 / 八百折 / 永州西郷渡楓
塘文順慶記印兌
永州：民國丙寅年
（1926） 文順堂刻本
上圖
⑳ 新刻全文
榜私訪烏
江渡全本
余文榜私訪 / 烏江渡全本 / 小清官全傳　源
盛堂　□千八百
　 上圖
㉑ 新刻小清
官烏江渡
烏江渡全部 / 新刻喩撫院私訪 / 弐百五十 /
洪江□街□□堂歌書發客不言二價
同徳堂刻本 （巻首題
下の刊記）
上圖
㉒ 小清官　
上巻
民國廿三年甲戊歳新□□□ / 小清官烏江
渡□／桂林西華門沈□□
桂林民國廿三年
（1934） 刻本
中山大
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また、表を見るとひとつの共通点があることに気づく。⑩、⑭～㉑の首巻題
や封面題に 「私訪」 という文句が見られることである。この共通してみられる
「私訪」 との関連も含めて、江南から湖南に持ち込まれた説唱文芸における
「美圖」 故事の規格が、どのように湖南で定着していったのか、当時の流行の
主流であったと思しい 『五美圖』 『後五美圖』 『七美圖』 を中心に以下に考察し
ていきたい。
3．「美圖」故事説唱の湖南化
―『五美圖』『後五美圖』と『七美圖』―
3. 1.  湖南人のための「美圖」故事説唱
3. 1. 1.  物語を支える河川と湖南
『五美圖』 の特徴は、簡潔に言えば、湖南を舞台に物語が展開することであ
る。様々な事件が起こるのも、主人公の洪蘭桂が五人の女性とそれぞれ出会う
のも湖南である。あらすじを以下に見てみたい （物語の引用文の版本は表②に基
づく）。
乾隆五十六年、乾隆帝の寵愛を受けていた何坤 （表④では 「何申」 と記される）
は、朝廷でおぼえめでたい洪有雲 （四川省保寧府の人） を妬み、洪有雲に謀反
の意ありと奏上して夫婦を謀殺、更に洪家の朝廷での勢力を一掃するため 「那
何坤自蒙哄主上巧奏洪家謀反叛逆 （かの何坤は自ら乾隆帝をだまして洪家に謀反叛
逆の意ありと言葉巧みに奏上）」 するが、「一個是東閣大学士喩文榜、一個是協辦
大学士劉統勛、一個是九門提督郭文挙、三家大人上殿保奏、三家大人保全洪一
満門」 と東閣大学士の喩文榜、協辦大学士の劉統勛、九門提督の郭文挙が乾隆
帝に対して洪家は問題無いと保証したため難を逃れる。　
洪有雲の父の洪建章は遺児である蘭桂を連れて、舟で逃れるうちに湖南省に
たどり着く。湖南の新康 （現長沙省望城北部） で舟を泊め、祖父の使いで蘭桂
が酒屋に酒を買いに行くと、店の娘の蘭翠英に見初められ婚姻の契りを交わ
す。その後、建章と蘭桂は南京に向けて出発するが、暴風に遭い蘆林潭 （現湖
南省湘陰縣の最北、洞庭湖中に位置する） に流され停泊する。そこに同じく停泊し
ていたのが広東巡撫に任じられて常州府浙江省から移動中の李卓其の舟。李卓
其の娘叔貞は洪蘭桂に見惚れ、侍女の楽春を遣って自分の舟に呼びこみ、蘭桂
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が酒を飲まされ酔い潰れている内に舟は出発してしまう。一方、失踪した孫を
探すため洪建章は新康に戻り、翠英の酒屋に留まることにした。途中で叔貞、
楽春が共に妊娠したため、発覚を恐れた三人は逃げ出し四川省保寧府の蘭桂の
叔父を頼る。そして、蘭桂は科挙試験を受けることを決意し、単身京へ上る途
中、湖南省常徳府武陵県の徳山で強盗に遭い、枯れ井戸に閉じ込められてしま
う。そこを通りかかった四川へ赴任で移動中の西安府長安県の陳大人とその家
族によって助けられる。その後蘭桂は科挙試験を状元及第すると、陳氏の娘と
侍女、叔父の元に預けた李叔貞、楽春を妻に迎え、そして新康の酒屋へ翠英を
迎えに訪れ、祖父の建章とも無事再会を果たすことができ大団円となる。
物語の冒頭で協辦大学士として登場する劉統勛 （1698-1773） は、康熙、乾隆
年間に活躍した実在の清官であり、また中心人物である何坤は、乾隆帝の寵愛
を長きに亘って受けた奸臣和珅 （1750-1799） を彷彿とさせるが、その他の人物
や内容は全て虚構である。しかし、その虚構空間の中で目を引くのが、登場人
物が水路で湖南を経由する時に出てくる地名 「新康」 「喬口 （現湖南省長沙市望
城西北部）」 「湘陰 （現湖南省岳陽市西南部）」 「蘆林潭」 が実在し、それらの地理
的位置が、かなり正確に描かれていることである。例えば、洪建章と蘭桂が新
康に入った時の 「湖南省城長沙府、北門出城小市村、四十五里新康渡 （湖南省
都の長沙府の、北門から町を出て小さな市や村を、四十五里行くと新康渡）」 や、新康
から蘆林潭までの道のり 「新康開船往下走、過了喬口与湘陰、湘陰至下三十
里、要走蘆林潭過身 （新康から船を出して下り、喬口と湘陰を通り過ぎ、湘陰から
三十里下り、蘆林潭を通りかかる）」 や、蘭桂が四川から京へ上る際には 「到了湖
南大省城、要走常徳武陵県、又走徳山来個身 （湖南の大省都に到着すると、常徳
武陵県へ行き、更に徳山へと歩みを進めた）」、また三元及第した蘭桂がはるばる酒
店の翠英を迎えに新康へ行く時の 「河南開船到湖北、不覚又到岳州城、洞庭湖
中也過了、一連北風到湘陰、蘆林潭前把船靠 （河南から船を出して湖北へ到ると、
あっという間に岳州城に出て、洞庭湖も渡ったところ、続けざまに北風に遭い湘陰まで
流され、蘆林潭の前で船を泊めた）」 などである。実際の位置関係を圖 1 の地図で
見ると、長沙から洞庭湖へ湖南省を南北に抜ける湘江が物語の基軸となってい
ることが分かる。光緒三十四年 （1908） の 1 里が 576 メートルだとすると 32）、
四十五里は約 26 キロメートル、三十里は約 17 キロメートルとなり、地図上
〔62〕　中国文学研究　第三十九期
で水路沿いに距離を測ってみると大よ
そ同じであるため、『五美圖』 は湖南の
地理や水系などの土地鑑がある人物に
よって編まれたと考えられる。また、
物語中で浙江から広東に移動中の李卓
其は蘆林潭を、四川から京へ上る洪蘭
桂や、長安から四川へ移動中の陳大人
はそれぞれ常徳を経由していることも
興味深い。浙江から長江沿いに一度洞
庭湖の蘆林潭へ出てから南下して広東
に入るルート、四川から常徳に出て北
上するルート、反対に長安府から洞庭
湖に出て常徳に南下し更に西へ四川に
抜けるルート、河南省から岳州を経過
し洞庭湖を渡って湖南に入るルートな
ど、東西南北の移動の重要な経由地として湖南省は存在していたことが分か
る。
3. 1. 2.  物語の展開を支える湖南人
『七美圖』 は、『五美圖』 の冒頭で協辦大学士の劉統勛と共に一回だけ登場し
た 「東閣大学士の喩文榜」 （表⑱⑲は 「兪文榜」、⑳は 「余文榜」 と記される） と
「九門提督の郭文挙」 を主人公に据え、時代は 『五美圖』 より約 30 年前に設定
され、彼らの若かりし頃を描く。両作品の創作時期の前後関係は定かではない
が、『七美圖』 は 『五美圖』 の番外編のような位置づけの物語と考えて良いだ
ろう。（以下、『七美圖』 に関する本文引用は表⑰による）
乾隆二十六年、喩文榜は南京巡撫に任命され、当時二十一歳の武科挙状元の
郭文挙を同行者として江南の治安維持に出向く。父の喩成龍から 「叫声我児莫
胡行、南京百姓刁得很 （我が息子よ無茶はしないように、南京の人民は性質が悪いか
ら）」 と言われていた喩文榜は、「文榜這里開言道、郭家兄弟叫幾声、人言百姓
刁得緊、你我私訪南京城、今我装扮一算命、你今跟我随後行 （喩文榜が口を開
図 1
長沙
洞庭湖
蘆林潭
湘陰
喬口
新康
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き、郭兄弟、郭兄弟と呼びかけた、南京の人民は非常に性質が悪いと言う、君と私で南
京を私訪しよう、私は占い師に扮装するから、君は後から付いて来るように）」 と、先
ず占い師に変装して民情調査をしながら赴任の期日までに南京に入ることに
決める。途中道に迷って烏江 （現南京市浦口区烏江鎮、安徽省との境） を渡るこ
とになり、そこで災難に遭い、郭文挙と離ればなれになってしまう。また、喩
文榜はその容貌の俊秀さから、出会う女性、例えば盗賊に攫われた文榜の許
婚、盗賊の妹、良家の娘などに次々と 「只要相公不嫌棄、情願做個二夫人」、
「不嫌棄奴家容貌醜、情願做個三夫人」、「只要老爺依従我、情願做個四夫人」
と、お嫌でなければどうか第二、第三、第四夫人にしてくださいと結婚を申し
込まれるが、この結婚を迫る女性たちの中でも、南京の旅店の娘黄月英はやや
異色の存在として登場する。
郭文挙と離ればなれになった後、喩文榜は何とか南京に到着し、とある旅店
に身を寄せる。そこは湖南長沙府湘譚県出身の黄氏が営んでいた。月英という
娘がおり、「店主之女黄月英、月英女子抬頭看、観看文榜小郎君、生得十分多
俊秀、不是平常以下人、若得此人成婚配、不枉人間走一巡 （店主の娘の黄月英、
月英は頭をもたげて、文榜をしげしげ見ると、その容姿の眉目麗しいこと、ひとかどの
人物に違いない、もしこの人と結婚できるなら、この世に生まれた甲斐があるというも
の）」、と文榜を一目見て心奪われる。その晩、喩文榜は道中で起きた災難を振
り返り、「文榜客房来安睡、自思自嘆不安神、心口不嘆別一個、口叫年弟武状
元、我今奉皇上旨、南京巡撫管万民…誰知過了烏江渡、遇着猛虎下山林、将我
弟兄来失散、不知年弟那方存 （文榜は客室で休んでいたが、思い出してはため息を
ついて落ち着かない、嘆きたいのは他でもない、弟分の武状元郭文挙のこと、わたしは
皇帝の命を受け、南京巡撫として人民を治めることになったが、…誰が予想していただ
ろう烏江を渡ると、猛虎に出くわして山林を駆け下り、我ら兄弟は離ればなれ、文挙は
一体何処に居るのやら）」 と心中の心配事を思わず吐露する。すると 「月英隔房
聴分明」 と隣の部屋で盗み聞きしていた月英は、喩文榜が実は南京巡撫だと
知って益々思いを募らせ、「三更時分不安睡、自思自嘆為何因 （夜中になっても
お休みにならず、何をお嘆きになっているのですか）」 と話しかけ、大胆にも部屋の
扉を開けて中に入る。文榜は驚き慌てるが月英は構わず結婚を迫り結ばれる。
ある日、喩文榜は街で破落戸に絡まれ、大切な南京巡撫の官印である 「八方印
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信」 を紛失してしまう。喪心落胆して旅店の部屋へ戻り、自分を南京巡撫に任
命した皇帝に対して恨み節を述べながらさめざめ泣いていると、心配した月英
がやはり隣の部屋で聞いており、扉を開けて入って来る。そして本人から官印
紛失の顛末を聞くと 「奴家乃是三夫人、開言就把老爺叫、不必憂悶在心中、明
日招牌街上掛、假作相面算命人、倘若有人印撿起、撿起送還老爺身 （私はあな
たの第三夫人、ほら旦那さま、そんなに憂鬱にならないで、明日街に看板を掲げて、人
相見の占い師に扮しなさい、もし誰かが印を拾ったら、あなたのところに届けるかもし
れないわ）」 と慰め励まし、喩文榜も翌日から占い師の恰好で看板を掲げて街
を練り歩く。幸運にも、官印は張按察の娘紅英の下女に拾われており、困った
張紅英が占い師に占ってもらおうと、ちょうど黄氏の旅店に居る占い師の喩文
榜を招いたので、晴れて八方印信を取り戻すことができた。また紅英と下女二
人とも婚姻を結び、無事に南京巡撫として清廉潔白に治安維持に務めた。
喩文榜と婚姻を結ぶ女性たちの中で、黄月英のように文榜の個人空間に半ば
強引に入り込んでくる者はいない。『七美圖』 は、物語の後半は湖南出身者が
営む旅店を基軸に展開しながら、積極的に主人公の世話を焼き、慰めたり励ま
したり助けたりしながら支える、強く逞しく頼もしい湖南の女性が描かれるの
が特徴的である。
このように、『五美圖』 と 『七美圖』 は、登場人物を以て両故事に関連をも
たせながら、また湖南人には身近に感じるだろう地理的描写や、主人公を助け
る人情に篤い湖南女性の登場など、湖南に縁の深い人々による湖南人のための
物語として存在していたことが分かる。
3. 2.  「私訪」故事説唱ブームの影響
3. 2. 1.  「美圖」と「私訪」の融合
また、この 『七美圖』 は、主人公の喩文榜が占い師に扮して 「私訪」 しなが
ら事件に遭遇し、七人の女性と出会うという内容構成となっている。「私訪」
とは、もともと公案劇や公案小説で包拯や彭鵬など清官が変装して民情調査を
する常套であり、清末民初の説唱文芸でも、「主人公が皇帝から地方官に任命
され、巡閲のための 「上皇剣」 （切り捨て御免の尚方寶剣）、「先斬後奏」 （先に刑
を執行した後に奏上する） の特権、「三千人馬」 を賜り、変装して民情調査に出
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かける途中、様々な危機に遭遇しながらも事件や問題を解決していく」 という
フォーマットに基づいて、ストーリー生成が行われ、数々の 「私訪」 故事が創
作、上演、出版された。特に湖南の説唱文芸では、湖南にまつわる地元の英
雄、例えば咸豊年間から同治初年にかけて太平天国軍と湘軍水師を率いて長江
流域を転戦した指揮官である彭玉麟が主人公として取り上げられ、また実際に
同治末年から死ぬまで長江流域の監察をする長江水師を務めた経験もあるこ
とから、彼が各地を変装して巡査する 「私訪」 故事が数多く編まれた。その他
にも湖南にまつわる人物や内容を描く 「私訪」 故事が数多く生まれ、湖南の湖
南人による湖南人のためのものとして、清末から民国期にかけて爆発的に出
版、流通しながら、物語は湖南近隣にまで流布し、特別な地位が築かれていっ
たという背景がある 33）。
『七美圖』 では、喩文榜が 「王君賜我上方剣、先斬後奏不順情、又賜王命牌
三道、三千人馬緊随身」 と、皇帝から 「私訪」 故事お決まりの特権を賜ってか
ら、赴任地の南京まで変装して視察する設定になっており、「美圖」 故事であ
りながら 「私訪」 故事でもあるという、二種のフォーマットの融合が見られ
る。説唱文芸における 「私訪」 故事には、基本的に複数の女性と婚姻を結ぶ
「美圖」 故事の要素は含まれないが、ほぼ同時期出版された 「美圖」 故事の展
開は、主人公が女性と各所で出会う、つまり移動を必須とするため、各地を移
動しながら巡査する 「私訪」 故事の要素を取り入れやすく、両者が相互に影響
し合っていただろうことは想像に難くない。ただし、湖南説唱本に限らず、弾
詞 『七美圖』 も、主人公の林秀卿が山西巡撫に任じられて変装私訪した際に、
随所で女性たちに危機を救われ最終的に全員と結婚するという 「美圖」 故事と
「私訪」 故事の融合した作品である。しかし、湖南において特別な地位を築い
た 「私訪」 故事と 「美圖」 故事との融合は、江南地域の弾詞のそれとは異なる
意味があったと考えられる。
3. 2. 2.  「美圖」の仮面を被った「私訪」故事
その湖南の説唱文芸における 「私訪」 と 「美圖」 の融合の特異性は、『五美
圖』 の続編として編まれた 『後五美圖』 にみえる一つの現象からもうかがい知
ることができる。
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『後五美圖』 （⑧～⑬） は基本的に上下巻から成り、上巻では 『五美圖』 の最
後で状元及第した洪蘭桂に対し、かつて父親の洪有雲を謀殺した何坤がその活
躍を阻もうと画策する様子が描かれる。下巻では、乾隆帝による庇護を笠にし
た何坤の傍若無人な振る舞いや、何坤の甥が四川の桂花城を牛耳り、館で賭博
をして金を稼いでいるという上奏を聞いて、「龍心大怒老何坤、要到桂花去私
訪…不免王宮来打扮、巧庄打扮出皇城」 （⑪） と、業を煮やした嘉慶帝が実情
を把握するため変装して桂花城を 「私訪」 する。その際に何坤の甥によって絶
体絶命の危機に晒されるが無事助け出され、のち乾隆帝が崩御すると何坤一族
を処分し、屋敷を焼き払い、全財産を没収したという内容となっている。この
ように、『後五美圖』 の話題の中心は何坤の悪行と嘉慶帝による 「私訪」 であ
り、またこの物語が乾隆期の奸臣和珅に関する様々な逸話を下敷きにしている
ことは一目瞭然である。ちなみに、永州から出版された 『後五美圖』 （⑭） は、
版本⑧～⑬の上巻で描かれた洪蘭桂の話題が大胆に割愛され、下巻部分のみを
膨らませた内容となっており、洪蘭桂は物語の最後で嘉慶帝に対し 「現個老王
崩了駕、何坤在守老王霊、不免在此来拏住、如若今朝不拏下、怕的日後有歹
心、不如目今先下手、点兵抄洗姓何門 （今乾隆帝が崩御され、何坤はご霊体をお守
りしている、ここで捕えるほかありません、もし今捕えなければ、後々害を起こす恐れ
があります、今すぐにでも手を下し、兵を集めて何家を徹底的に捜査没収するべきで
す）」 と提言する四大臣の一人として登場するのみに編纂し直された。
つまり、『後五美圖』 はいずれの版本も封面や首巻題でも大々的に 「美圖」
と打ち出しているが、内容は複数の女性と結ばれる 「美圖」 故事とは一切関係
無く、実際のところ 「私訪」 故事だったのである。「美圖」 故事 『五美圖』 の
続編は 「私訪」 故事 『後五美圖』 であった。ここからも、湖南説唱本の出版活
動において、「美圖」 故事と 「私訪」 故事というふたつの要素が特別な関わり
をもっていたことがうかがえる。
以上のように、『五美圖』、『後五美圖』、『七美圖』 は、湖南独自の物語内容
だけでなく、更に湖南の説唱文芸で特殊な地位を確立した 「私訪」 故事を取り
込むことで、江南より持ち込まれた 「美圖」 故事の規格を完全に湖南化するこ
とに成功し、また出版においても圧倒的な数量を誇る作品となったと言えるだ
ろう。
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おわりに
江南地域で陸続と創作、出版された弾詞 「美圖」 故事作品群のように、湖南
でも 『三美圖』、『四美圖』、『五美圖』、『後五美圖』、『七美圖』、『八美圖』、『九
美圖』、『十美圖』 と 「美圖」 故事が大量に生産され、ほぼ同時期にその流行を
共有することができた要因として、先ずひとつに、湖南において商業活動とし
ての説唱本出版事業が確立していたという背景があった。江南で流行を築いて
いる 「美圖」 故事という商品規格が湖南に持ち込まれたとき、その土地に根付
く物語の創作が進められた。それが規格の湖南化であった。湖南の説唱文芸に
おける 「美圖」 故事作品群の中でも、出版量、版本数が群を抜いて多い 『五美
圖』、『後五美圖』、『七美圖』 は、その湖南化が最も強く表れたものであった。
「美圖」 故事特有のストーリー構成の枠組みの中で展開される物語内容は、湖
南人による湖南人のためのものであり、また当時の流行を築いたご当地人気の
「私訪」 故事も積極的に取り入れ、内容面と形式面から独自化を図り、民国期
には一千冊単位で印刷されるほどの人気商品になった。偶然か必然か、弾詞に
は存在しない題名の 『五美圖』 は、続編 『後五美圖』 が創られるほど湖南で堅
実に根を下ろし、またその番外編の 『七美圖』 と併せて 「美圖」 故事作品の出
版、流通の基軸となり、湖南の説唱文芸における 「美圖」 故事の流行を支える
母体となったのである。
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32） 楊生民 「中国里的長度演変考」 『中国経済史研究』 第 1 期 2005 年は 『清朝続文
献通考』 巻 191 「楽考・度量衡」 を引いて 「清光绪 34 年（1908 年）重定度量衡时
明确规定里制为 :“五尺为一步 , 二步为一丈 ,十丈为一引 ,十八引为一里。”在“新
制说略”中指出 :“长短度分为两种 : 一曰尺度 , 以尺为单位 , 所以度寻之长短也。
一曰里制 , 以一千八百尺为一里 , 用以计道路之长短也。里制即积尺制而成。盖道
里甚长 , 若仅以尺计 , 则诸多不便 , 故必别为里制。”这里把尺制、里制作为基本长
度单位列出 , 在当时是有新意的。据上述清光绪末年所立里制可知 : 一里为营造尺
1800 尺。营造尺一尺等于 0132 米 , 所以 1800 尺 , 等于 576 米」 と述べる。
33） 拙論 「清末民初湖南における 「私訪」 故事説唱の流通」 『日本中国学会報』 第
六十三集、2011 年 10 月 234-249 頁に詳しい論考がある。
　　＊　　＊
作　者：岩田　和子
Author: IWATA Kazuko
標　題：清末民初〈美圖〉故事說唱流通考―以湖南唱本《五美圖》《後五美
圖》《七美圖》為中心―
Tit le: Circulation of old Mei tu 美圖 Tales in Hu nan 湖南 District from the late 
Qing Dynasty 清朝 to the early Period of Zhong hua min guo 中華民國―Wu 
mei tu 『五美圖』、Hou wu mei tu 『後五美圖』、Qi mei tu 『七美圖』 ―
摘　要：嘉慶、道光年代在江南一帶流行以彈詞《六美圖》、《七美圖》、《八美
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圖》、《九美圖》等為主的“美圖”故事。其中幾個故事在清末民初時期廣泛
流傳于其他說唱文藝 （如：寶卷、木魚書、潮州歌等） 之中，尤其在湖南
唱本里產生了其他地區未有“美圖”故事的出版潮流。本論文通過考察以
《五美圖》、《後五美圖》、《七美圖》為主的幾個故事，探求其發生的背景及
原因，發現唱本出版事業在當時湖南一帶商業活動之中已確立其特有地位，
並明確了這些故事是湖南人為湖南人而編寫，在內容和形式上也融化了當
年在湖南流行的“私訪”故事，實現了湖南化。由此可知以上現象是出版、
流通《美圖》故事的脊柱，支撐說唱文藝之中多綵多樣的《美圖》故事的
母體。
関鍵詞：湖南　唱本　美圖故事　私訪故事　說唱彈詞
